
　

二
月
十
三
日
に
東
支
部
委
員
・

福
祉
推
進
員
一
行
四
十
二
人
は
つ

く
ば
市
の
「
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
ス

タ
ジ
オ
」を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
の
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
は

筑
波
大
学
の
山
海
教
授
が
世
界
に

先
駆
け
て
開
発
し
た
介
護
＆
リ
ハ

ビ
リ
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
介
護
と
リ

ハ
ビ
リ
の
世
界
を
革
命
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
凄
い
と
こ
ろ

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
積
ん
で

い
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
ロ
ボ
ッ

ト
を
取
り
付
け
た
人
の
脳
か
ら
の

運
動
神
経
情
報
を
セ
ン
サ
ー
で
感

じ
と
っ
て
関
節
に
取
り
付
け
た

モ
ー
タ
ー
を
回
し
て
動
か
す
の
で

す
。
あ
た
か
も
自
分
の
体
の
一
部

で
あ
る
か
の
よ
う
に
。

　

脳
梗
塞
な
ど
の
後
遺
症
で
歩
け

な
く
な
っ
た
人
が
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト

ス
ー
ツ
を
装
着
し
た
リ
ハ
ビ
リ
訓

練
で
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

大
勢
の
参
加
者
が
実
際
に
装
着
し

て
体
験
し
ま
し
た
が
、「
こ
の
ロ

ボ
ッ
ト
は
素
晴
ら
し
い
が
、
こ
の

お
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
」
と
言
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。で
も
、こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー

ツ
は
リ
ハ
ビ
リ
用
だ
け
で
は
な

く
、
介
護
す
る
側
の
腰
の
負
担
を

軽
く
す
る
機
能
も
あ
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
「
地
図
と
測
量
の
科

学
館
」
も
見
学
し
ま
し
た
。
中
で

も
「
日
本
列
島
球
体
模
型
」
は
、

地
球
は
丸
い
と
実
感
で
き
る
貴
重

な
体
験
で
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は
参
加
者
か

ら
、
二
つ
共
大
変
有
意
義
だ
っ
た

と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

二
十
年
前
の
平
成

七
年
一
月
十
七
日
の

阪
神
淡
路
大
震
災
を

大
阪
で
体
験
し
た
私

は
、
茨
城
県
は
地
震

多
発
県
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
友
部
で
は
い

ち
早
く
平
成
二
十
年

四
月
に
自
主
防
災
組

織
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
私
自
身
会
長
を

務
め
る
東
区
長
会
で

も
折
に
ふ
れ
働
き
か

け
、
広
め
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
三
年
三

月
十
一
日
に
東
日
本

大
震
災
発
生
で
す
。

そ
の
後
各
区
で
自
主

防
災
組
織
の
設
立
が
進
み
、
東
支

部
の
組
織
率
は
90
％
以
上
で
す
。

笠
間
市
全
体
は
52
％
で
す
。

　

災
害
時
は
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
自
助
、
向
こ
う
三
軒
両
隣

の
近
助
、
自
主
防
災
組
織
の
共
助

が
大
切
な
の
で
す
。

　

近
年
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

天
候
不
順
か
ら
突
発
的
局
地
的
豪

雨
等
も
心
配
の
種
で
す
。
自
主
防

災
組
織
の
訓
練
で
近
助
、
共
助
を

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
自
主
防

災
活
動
の
マ
ン
ネ
リ
化
に
も
注
意

を
し
て
下
さ
い
。

　

昨
年
末
発
表
の
全
国
地
震
予
測

地
図
で
三
十
年
以
内
の
震
度
６
弱

以
上
が
発
生
す
る
確
率
、
水
戸
で

70
％
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

東
支
部
地
区
は
、
東
海
第
二
原

発
よ
り
30
㎞
区
域
で
あ
る
こ
と
も

念
頭
に
置
い
て
下
さ
い
。

　

天
災
は
忘
れ
た
頃
、
来
る
。
喉

元
過
ぎ
れ
ば
、
熱
さ
を
忘
れ
、
繰

り
返
さ
れ
ま
す
。
備
え
あ
れ
ば
、

憂
い
な
し
で
す
。
自
主
防
災
組
織

の
訓
練
活
動
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
月
二
十
五
日
に
東
支

部
の
女
性
部
新
年
の
つ
ど

い
が
社
協
友
部
会
館
で
賑

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

四
地
区
の
女
性
部
役
員

と
東
支
部
役
員
、
合
わ
せ

て
三
十
九
人
が
勢
ぞ
ろ
い

し
、
昨
年
度
の
計
画
事
業

の
大
半
を
順
調
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
喜

び
合
う
と
共
に
、
新
年
度

の
活
発
な
活
動
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

　

十
二
月
に
入
り
、
地

域
公
民
館
な
ど
で
各
子

ど
も
会
の
「
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

社
協
東
支
部
地
域
内

の
児
童
数
は
四
百
人
あ

ま
り
で
す
。

　

写
真
は
単
独
の
子
ど

も
会
と
し
て
は
最
大
人

数
（
95
人
）
の
「
五
平

こ
ど
も
会
」
の
様
子
で

す
。

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

で
楽
し
い
一
日
を
過
し

ま
し
た
。

わたしにも
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今年も明るくなごやかに

女性部新年のつどい

消火栓よりの放水訓練
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クリスマス会は楽しいね！
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昨
年
十
一
月
～

十
二
月
に
東
支
部
で

は
高
齢
者
を
迎
え
て

三
つ
の
食
事
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
十
六
日
に
宮

前
・
鴻
巣
、
十
一
月

二
十
九
日
に
南
友
部
、
十
二
月
七

日
に
柿
橋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
内
、
柿
橋
地
区
で
は
高
齢
者

五
十
三
人
を
お
迎
え
し
て
女
性
部

十
七
人
の
手
作
り
料
理
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
は
世
界
的
な
テ

ロ
事
件
で
始
ま
り
ま
し
た
。
日
本

も
標
的
に
さ
れ
る
な
ど
、
多
難
な

年
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
は
、
笠
間
市
は
合
併
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。
三
市
町
の
そ
れ
ぞ
れ

の
良
さ
が
複
合
さ
れ
て
ユ
ニ
ー
ク

で
魅
力
的
な
市
に
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
地
方
崩
壊
が
叫
ば
れ

る
中
、
今
後
益
々
発
展
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
（
西
澤
）

編
集
あ
と
が
き

　

中
野　

明
氏　

昭

和
九
年
生
ま
れ
の

八
十
一
歳
で
す
。
造

園
会
社
に
勤
め
植
木

の
剪
定
か
ら
庭
作
り

等
幅
広
く
活
躍
し
て

い
ま
す
。
四
十
五
歳

ま
で
は
埼
玉
の
ゴ
ム

工
場
で
働
い
て
い
た

が
、
工
場
が
千
葉
に

移
転
す
る
事
に
な
り

通
勤
等
の
事
情
に
よ

り
退
職
を
し
た
。
同

時
に
茨
城
の
現
在
地

に
家
を
建
て
、
父
親

の
勧
め
で
造
園
会
社

に
勤
め
る
事
に
な

り
、
植
木
職
人
と
し

て
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。
作
業
上

使
用
す
る
、
ユ
ニ
ッ

ク
（
高
所

作
業
車
）、

チ
ェ
ー
ン

ソ
ウ
、
ト

リ
ー
マ
ー

（
電
気
バ

リ
カ
ン
）、

バ
ッ
ク
ホ

ウ
（
樹
木

を
掘
る
機

械
）
等
の

資
格
を
取

得
し
た
。
作
業
上
数
十
メ
ー
ト
ル

の
樹
木
の
伐
採
作
業
は
高
所
の

為
、
転
落
防
止
、
怪
我
等
に
は
特

に
気
を
付
け
て
い
る
。
今
ま
で
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
樹
木
を
取
り

扱
っ
て
い
る
が
、
転
落
、
怪
我
も

あ
っ
た
が
大
き
な
事
故
で
は
な

く
、
現
在
ま
で
無
事
で
働
い
て
い

る
。
特
に
年
齢
も
高
く
重
労
働
で

あ
り
健
康
管
理
に
は
充
分
注
意
し

て
お
り
、
現
在
も
大
き
な
持
病
は

な
く
早
寝
早
起
実
行
と
、
奥
様
が

身
体
に
良
い
料
理
で
健
康
を
保
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
植
木
職
人

と
し
て
一
年
で
も
長
く
続
け
て
い

く
と
決
意
を
語
っ
た
。
中
野
さ
ん

元
気
で
怪
我
を
し
な
い
で
頑
張
っ

て
下
さ
い
。（
聞
き
手
・
進
藤
）

　

現
在
で
は
珍
し
い

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
式

線
路
（
列
車
が
前
後

に
進
行
す
る
）
が
二

カ
所
存
在
し
た
。
そ

の
一
は
友
部
駅
北

側
（
現
在
太
平
洋
セ

メ
ン
ト
地
内
）
に
設

置
さ
れ
上
り
下
り
の

各
列
車
は
機
関
車
を

付
け
替
え
て
運
転
し

た
。
駅
が
開
業
の
折

こ
の
地
点
に
芝
居
小

屋
を
造
っ
て
祝
賀
行

事
が
盛
大
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
二
は
、
北

千
住
駅
か
ら
隅
田
川

駅
（
貨
物
専
用
）
を

経
て
田
端
駅
に
入

り
、
方
向
を
替
え
て

上
野
駅
へ
向
っ
た
。

い
ず
れ
も
時
間
的
ロ
ス
が
大
き
く

支
障
を
来
し
た
。
後
に
南
千
住
→

三
河
島
→
日
暮
里
と
短
絡
ル
ー
ト

が
開
設
（
一
九
○
五
年
、
明
三
八

年
四
月
一
日
）
さ
れ
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
一
九
四
三
年
、
昭
十
八

年
か
ら
終
戦
ま
で
筑
波
海
軍
航
空

隊
（
現
在
、
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療

セ
ン
タ
ー
）
へ
駅
か
ら
南
に
延
び

る
大
通
り
に
レ
ー
ル
が
附
設
さ
れ

た
。
一
九
六
八
年
（
昭
四
三
年
）

頃
、駅
構
内
の
レ
ー
ル
総
延
長
は
、

八
九
○
一
メ
ー
ト
ル
と
膨
大
な
容

量
で
客
貨
輸
送
に
貢
献
し
た
。
開

業
当
時
は
宍
戸
か
ら
小
山
を
経
て

上
野
ま
で
五
時
間
十
分
を
要
し
、

水
戸
街
道
を
歩
け
ば
三
日
か
か
っ

た
。
今
は
特
急
で
六
十
一
分
で
到

達
す
る
。
技
術
の
進
歩
と
発
展
に

は
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

昨
年
の
十
二
月
に
友
部
特
別
支

援
学
校
小
学
部
と
の
交
流
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

五
、六
年
生
合
同
で
の
交
流
会

で
は
挨
拶
や
参
加
者
の
自
己
紹
介

の
後
、
児
童
の
発
表
が
あ
り
、「
聖

者
の
行
進
」
の
合
奏
は
皆
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
演
奏

は
と
て
も
上
手
で
し
た
。「
ぼ
く

た
ち
の
歌
」
と
い
う
曲
を
手
話
を

交
え
な
が
ら
歌
う
姿
に
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。
児
童
た
ち
と
一
緒

に
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体

操
や
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
「
ロ
ン

ド
ン
橋
」
等
の
遊
び
も
触
れ
合
い

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
五
年
生
ク
ラ
ス
と
の

交
流
で
し
た
。
赤
青
黄
の
三
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
競
い
合
う

的
あ
て
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

時
々
先
生
の
助
言
を
受
け
な
が
ら

も
的
を
た
く
さ
ん
当
て
よ
う
と
最

後
ま
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
と
触
れ
合
え
た
こ
と

は
私
に
と
っ
て
、
貴
重
な
体
験
に

な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
遊
び
を
楽

し
ん
だ
り
、
何
事
に
も
真
剣
に
取

り
組
む
姿
に
心
打

た
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健

や
か
に
成
長
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
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